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看護基礎教育における遠隔実習の可能性に対する一考察
−リアリティのある遠隔実習を目指して−

A study about Possibility of Remote Observation Practice for Undergraduate Nursing students  
− Aiming for Realistic Remote Clinical Practice −

要　旨
　2020 年 9 月、COVID-19 の影響で初年次の見学実習を遠隔で実施することになった。通常の実
習の目的・目標を踏襲し、リアリティのある内容にするために、Google Classroom を用いて、実
習施設に依頼した病院・病棟紹介動画に加え、感染対策を講じたうえで、教員自ら看護師、患者と
その家族、他の医療職等の役柄を演じて作成した動画を配信し、カンファレンスを行い、レポート
を課す等の方法で実施した。
　その結果、多くの学生が「気遣い」という言葉をレポートに記述した。これは通常の実習で行わ
れる看護師のシャドーイングでは見られなかった言葉である。学生は看護師の立ち位置だけではな
く、看護師と患者間に注目して動画を視聴したと推察された。また、学生は動画の登場人物の立場
に自分を置き換えたり、自分が目標や理想とする看護師について描いたり、個人的な経験を加味し
て意見を伝えたりするカンファレンスによって、徐々に動画にリアリティを感じるようになったと
考えられた。
　これらの結果から、通常の実習であっても臨地だけではなく、落ち着いて考えられる学内での動
画の併用効果の可能性が示唆された。
　キーワード：看護基礎教育　遠隔実習　リアリティ　見学実習　COVID-19
　Key Words：undergraduate nursing education, remote clinical practice, reality,observation 
practice, COVID-19

Ⅰ．緒言　
　2019 年 12 月に発生した COVID-19 は多くの国や地
域で流行し、パンデミック状態となった。この感染症
ではウイルスが唾液等に排泄され、感染経路は接触、
空気、飛沫であり、会話、食事、身体接触や多くの人
が密閉された室内で過ごすことで感染の危険が高まる
ため、人と人との関わりに制限を余儀なくされること
になった。看護職は感染対策を十分に講じながら看護
業務を遂行しているが、感染拡大防止の観点から、医

療施設の多くは外部の人々の出入りを制限しており、
そのため、実習施設では臨地実習の受け入れを一時中
止せざるを得ない状態になっている。日本看護系大学
協議会による大学 4 年生の臨地実習に関する調査で
は、計画していた実習 695 科目のうち、予定通りに実
施できたのはわずか 13 科目（1.9％）であり、515 科
目（74.1％）が臨地では実施できず、学内実習に変更
していたという結果になっている 1）。
　本学においては 5 月中旬から遠隔授業が開始とな
り、前期に行われる臨地実習を含めた全科目がその対
象となった。そのため、基礎看護学実習Ⅰ（以下、実
習Ⅰ）は 9 月下旬の 4 日間遠隔で実施することになっ
た。実習担当教員（以下、教員）は、実習Ⅰの目的・
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目標や方法を踏襲し、できるだけリアリティのある内
容にするために工夫して設計し実施することになっ
た。本論はその実践報告である。
　医中誌 Web において「遠隔実習」をキーワードに
検索した結果は 1 件であり、「遠隔授業」をキーワー
ドに検索した結果は 60 件であった（検索日：2020 年
12 月 8 日）。
　これらの報告には、看護系大学以外にも医学部医
学科で実施されたものもあった。報告例としては、
COVID-19 対応はもとより、海外 2）3）4）や遠隔地の大
学 5）6）7）と合同で実施する授業、不規則勤務の病院看
護師を対象とした研修会 8）等があった。その多くは
試みの位置づけとなっており、遠隔授業のためのシス
テム開発とその運用、授業内容や画像の使い方等の紹
介が行われ、履修学生等へのアンケート結果において
も、それらの円滑さや授業内容の理解度、履修満足度
が中心であった。また、遠隔実習に関しては、臨地で
の学びを保証する工夫として、DVD 教材の事例やシ
ミュレーションを用いた学内実習、学内における実習
指導者との意見交換、実習施設スタッフが実際の活動
について語っている動画教材、ロールプレイやプロセ
スレコードを用いたコミュニケーションスキルに関す
ること等であった 9）。それらは成人、在宅、精神看護
学実習に関することであり、基礎看護学実習に関する
記述はなかった。
　その他の先行報告としては、2020 年 10 月 11 日に
行われた日本私立看護系大学協会主催の講演会があ
る。その中に「遠隔での基礎看護学実習の実践」と題
した講演があった 10）。ここでの実習Ⅰ（科目名は本
学と同じ）の内容には、実習病院が作成した病院や病
棟の紹介動画、業者が制作した実習の心得と実際に
ついての動画、日本看護協会の看護職の仕事紹介の
Web 動画の配信、Web 会議システムを活用した衛生
学的手洗いと個人防護用具の着脱の実施、それらの内
容に即したテーマのカンファレンス、実習最後のレポ
ート課題が含まれていたが、その実施結果についての
報告はなかった。
　これらの結果から、実習を遠隔で実施した看護系大
学はあるが、その研究や報告は少なく、今回の報告は
先駆的な位置づけになると思われる。その内容は、上
述の先行研究や報告とは異なる方法を取り入れ、その
実施結果を含めたものである。今回の結果は、今後も
続くであろう COVID-19 やその他の感染症で類似し

た状況になった時の参考になると考える。

Ⅱ．本論の目的
　実習Ⅰの目的・目標や方法を踏襲し、できるだけリ
アリティのある内容にするために工夫して設計した遠
隔実習の実施とその結果について報告する。

Ⅲ．用語の定義
　通常の実習Ⅰ：過去に臨地で行われた実習Ⅰ
　今回の実習Ⅰ：今回遠隔で行われた実習Ⅰ

Ⅳ．倫理的配慮
　本論文は授業設計についての報告であり、人を対象
とする調査研究や介入研究ではないため倫理審査の対
象にならない。しかしながら、今回の実習Ⅰの実施結
果を報告するにあたり、学生が提出した各種レポート、
実習前後のアンケート、学生グループカンファレンス
の内容が必要になるため、学生の了承が必要である。
そこで、遠隔授業期間であること、学生が周囲に左右
されない環境で個別に検討できるようにすること、容
易に返信できることを考慮し、今回の実習Ⅰの成績確
定後、全履修学生に BCC メールを用いて、1）実践
報告として本学紀要への投稿を考えていること、2）
論文にレポート等の内容の一部を紹介する可能性があ
ること、3）2）の場合には個人名は公表されないこと、
4）協力に対し直接的なメリットはないが、論文が採
用された場合は本学リポジトリで論文を閲覧できるこ
とや看護基礎教育に貢献できるかもしれないこと、5）
協力しなくても成績には全く関係ないこと、6）返信
があった場合には、個人名が明らかになっているレポ
ート等の内容は除外することを説明し、協力できない

（しない）場合は返信してほしいこと、8）返信がない
ことで協力の意思確認をすること、9）一度示した協
力の意思は本論文が掲載されるまで変更可能であるこ
とを伝えた。初めて論文投稿に関わるであろう学生の
状況に鑑み、同様の方法で 2 回意思確認を実施したが、
協力できない（しない）との返信があった学生は皆無
である。

Ⅴ．実習Ⅰの概要 11）および学生のレディネス
　実習Ⅰの目的は「医療施設内における様々な看護の
実践活動を通して、看護の役割と機能および看護の対
象を理解し、看護の場における日常生活援助やコミュ
ニケーションについて学び、看護職を目指す者として
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の基盤をつくる。」ことである。1 年生が入学して初
めて 2 か所に分かれて各病院を訪れ、病院の各部署や
病棟看護師の業務を見学し、患者とのコミュニケーシ
ョンを経て、病院の構造と機能、看護師の役割、患者
の療養生活や日常生活援助の実際について学ぶ実習で
ある。その他にも、学生、臨地実習指導者、教員によ
る病棟ごとのグループカンファレンス、実習最終日の
全体カンファレンスで情報共有や意見交換を行い、学
びを深められるようにしている。また、看護職に相応
しい身だしなみや臨地での言葉遣い、実習施設の看護
スタッフや担当教員への報告・連絡・相談等の職業教
育も含まれている。
　通常この実習は前期授業の終了直後に実施されるた
め、学生のレディネスは前期で学んだ知識等を活用で
きる段階にある。例えば、「基礎看護学概論Ⅰ」では
看護の定義や主要概念、看護の対象の理解等を、「総
合教養演習Ⅰ」ではレポート作成、文献検索、プレゼ
ンテーションやグループワークの実施方法等のアカデ
ミックスキルを学んでいる。これらの内容は遠隔実習
においても活用可能と考えた。

Ⅵ．遠隔における実習Ⅰの設計
　本学では遠隔授業を行う全科目に対しGoogle Classroom

（以下、GCR）を用いることになっていた。GCR は授
業に関わる教員と履修生が参加でき、「ストリーム」
という連絡ツールと「授業」という資料や課題等を配
信し採点できる機能を有する。加えて Google Meet（以
下、Meet）を設定すれば、GCR に招待したメンバー
間でリモート会議が実施できる。これらの GCR 機能
を前提に設計した。

1. 今回の実習Ⅰの位置づけと内容
　始めに今回の実習Ⅰの位置づけと取り上げる内容を
考えた（表 1）。通常の実習Ⅰの内容を考慮し、遠隔
実習の強みを活かした内容にした。例えば、何回でも
動画を視聴し十分な理解を促すことができたり、じっ
くりと考える時間を設定できたりする強みを活かし、
通常の実習Ⅰでは実習前オリエンテーションで実施す
る「円滑な実習のための土台作り」を実習に組み入れ、
通常の実習Ⅰ以上にそれらの内容と根拠の理解を深め
られるようにした。次に、これらの内容を構成するポ
イントを考えた。まず、学生のレディネスを考慮し、
通常の実習Ⅰで最初に行われていた病院内の各部署の
紹介に先立って、病棟における看護師の役割や患者の
療養生活を題材とし、そこから病院内へと学生の視野
を広げられるように取り上げる内容の順番を変更した。

位置づけとその理由 内容
（1）円滑な実習のための土台作り
※今後の臨地実習においても看護職としての基本的な行
動がとれるようにする。

①実習準備物品とその理由
②看護スタッフや教員への報告・連絡・相談
③健康管理
④スタンダードプリコーション

（2）今後の講義・演習のための土台作り
※通常の実習Ⅰにおいて、見学内容は各学生で異なるが、
今回は学生全員同じ体験になるので、今後の講義や演習
の場で共有できる。

①患者の療養生活と看護師の役割
②患者（と看護師）を中心とした病院内の部署連携

（3）患者とのコミュニケーションを考える機会
※通常の実習Ⅰでは患者とコミュニケーションをとる機
会があるが、今回はできないので、学生が患者とのやり
取りを想像しながらコミュニケーションを考える機会と
なるようにした。

①初めての患者とのコミュニケーションで考えられる場
面への対応
②動画場面から実際のセリフや動きを創作するシナリオ
作成

（4）既習アカデミックスキルの活用
※学んだことはすぐに活かすことで、アカデミックスキ
ルは専門職としても必要であることが理解できる。

①本日の学びのレポート作成
（そのうち、実習初日には教員が紹介した論文内容を加
味する。）
②実習終了時レポート作成
③実習グループカンファレンス

（ひとりの教員が 5 人グループを 2 つ担当する。カンファ
レンスは 2 つのグループが交替で行い、ひとつのグルー
プがカンファレンスの時はもうひとつのグループは傍聴
する。）

表 1. 遠隔実習の位置づけと内容
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　また、遠隔実習には動画配信が欠かせないと考え、
先行研究を検討した結果、動画は臨場感を出すために、
すでに e-learning で用いられている 12）ことがわかっ
た。この文献によれば、作成された動画は看護師と患
者が対面でコミュニケーションをとっている場面を学
生が視聴するものであり、学生がその場面の当事者に
はなってはいなかった。そこで今回は、学生が実際に
見学しているという臨場感を出すために、学生の目線
で視聴できるようにウェラブルカメラで撮影した動画
を中心に用いることにした。そして、遠隔であるがゆ
えに体験できない内容については、教員の経験を参考
に、学生が遭遇しそうな場面を撮影したり、学生が受
講している自宅等と動画の場を看護技術の実践で結び
つけたりすることを計画した。
　通常の実習Ⅰでは実習最終日に全体カンファレンス
を実施しているため、実習施設の看護スタッフが出席
し Zoom を用いての全体カンファレンスの実施も考え
た。しかし、既習科目でアカデミックスキルを学んで
いても前期の全科目が遠隔で行われ、一度も登校して
いない学生にとって、外部の専門職を交え、大人数で
カンファレンスを実施するにはレディネスが整ってい
ないと考えられた。そこで、ひとりの教員に学生 5 人
のグループを 2 グループずつ担当し、Meet を用いて
教員とグループ学生でカンファレンスを実施すること
にした。その際、もうひとつのグループの学生にも同
時に Meet に入ってもらい、他のグループのカンファ
レンスを傍聴することにした。カンファレンスは 2 つ
のグループで交互に実施し、順番による差を少なくす
ることにした。この方法により、カンファレンスの進
め方や他のグループの学生の意見、教員の助言等につ
いて、自分のグループのカンファレンスに加えて学べ
るようになり、通常の実習Ⅰにはない遠隔実習ならで
はの学び方を提供できると考えた。

2. リアリティのある実習にするための工夫
　上述の内容から、1 日で取り上げるテーマ、GCR で
配信する項目およびスケジュールを設定した（表 2）。
その中からリアリティのある実習内容にするために工
夫したことを中心に述べる。
　事前に病院内の各部署の動画を 2 つの実習施設にお
願いし撮影を依頼した。その際先方に通常の実習Ⅰの
内容である患者の療養生活や患者とのコミュニケーシ
ョンが学べる動画撮影が可能かどうかについて確認し
たが、個人情報保護の観点から入院患者の様子を撮影

することは難しいということであった。そのため、学
内で動画を撮影し、病棟の様子を再現すること、学生
が自宅等で臨地実習の場で必要なことが実施できるよ
うに工夫した。教材となる動画撮影は、上述の遠隔実
習の位置づけと内容および実習スケジュールにしたが
って、患者および場面設定を行い、教員 4 名が各役割
を決め、学内の実習室に病室を再現し、感染対策を講
じながらアドリブで撮影した。

１）実習 1 日目：看護学生としての適切な行動および
実習準備

（1）実習準備物品
　実習に必要となる物品を自宅からの持ち物と病棟へ
の持ち物に分け、解説した動画を配信した。実習に必
要な物品は学修に必要なもの以外に、個人情報保護、
熱中症予防、身だしなみを整えることにも必要な物品
があるため、各物品について準備する理由を解説しな
がら、学生が自分の目線で確認できるように実物を紹
介した。

（2）衛生学的手洗いおよび個人防護具（以下、PPE）
の着脱
　まずスタンダードプリコーションについて解説し、
続いて衛生学的手洗いの動画を配信し、学生はそれら
を参考に自宅等で実際に実施した。次に援助時に使用
する袖なしエプロン、マスク、未滅菌手袋の着脱動画
を配信し、学生は同様に実施した。マスクや未滅菌手
袋は学生が自宅等にある市販のものを用い、袖なしエ
プロンは 45ℓのビニール袋と鋏で作製した動画を配
信し、学生が作製して準備した。

（3）身だしなみ
　付け爪、つけまつげ、サンダル、アクセサリーや腰
パン等の不適切な身だしなみの学生が教員のチェック
を受ける動画と不適切な身だしなみによって患者等が
影響を受けた動画を配信し、学生は GCR の質問機能
を用いて整えたほうがよい箇所を回答した。遠隔実習
中も通常の実習Ⅰと同様に、毎朝身だしなみを整え、
教員が Meet で確認した。

（4）健康管理
　Google スプレットシートで作成した健康管理チェ
ック表（以下、チェック表）を配信し、正しい体温測
定方法とチェック表の専門用語について解説した動画
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Classroom凡例　空欄：全体CR　　G：グループCR（CR：Classroom）　　

通常の実習Ⅰ

学修内容 テーマ Classroom

1日目 オリエンテーション 看護学生としての適切な行動 9:00 開講・実習目標確認・本日の内容

施設見学 実習準備 課題と単位認定

病棟見学 9:30 グループ顔合わせ・自己紹介 G＆Meet

療養生活環境の見学 10:00 実習要項に関する質問の回答

カンファレンス 10:30 実習時の持ち物

11:30 身だしなみ

13:00 健康チェック表の説明と記入/体温測定

14:00 スタンダードプリコーション

15:00 カンファレンス G＆Meet

16:15 知識確認テスト（スタンダードプリコーションのみ） 自己学修

身だしなみ論文紹介・本日の学びレポート作成

2日目 医療・看護活動場面の見学 患者の療養生活と看護師の役割 8:30 健康管理チェック表の提出、身だしなみ整え、物品準備

（シャド―イング） 8:50 健康状態、身だしなみ・準備物品確認 G＆Meet

カンファレンス 9:10 開講・本日の内容

9:15 実習開始病棟挨拶

9:45 模擬シャドーイング・PPE着脱

11:30 昼食休憩挨拶

13:00 昼食休憩後挨拶

13:20 患者の療養生活の1日

15:00 カンファレンス G＆Meet

16:15 実習終了病棟挨拶　本日の学びレポート作成 自己学修

3日目 医療・看護活動場面の見学 患者とのコミュニケーション 8:30 健康管理チェック表の提出、身だしなみ整え、物品準備

（シャド―イング） 8:50 健康状態、身だしなみ・準備物品確認 G＆Meet

患者とのコミュニケーション体験 9:10 開講・本日の内容

カンファレンス 9:15 実習開始病棟挨拶

9:45 スタッフ・教員への報告・連絡・相談

10:30 カンファレンス① G＆Meet

11:40 昼食休憩挨拶

13:00 昼食休憩後挨拶

13:20 患者とのコミュニケーション紹介編

13:30 患者とのコミュニケーション場面①

14:00 患者とのコミュニケーション場面②シナリオ作成

15:00 カンファレンス② G＆Meet

16:15 実習終了病棟挨拶　本日の学びレポート作成 自己学修

4日目 医療・看護活動場面の見学 病院内・多職種連携 8:30 健康管理チェック表の提出、身だしなみ整え、物品準備

（シャド―イング） 8:50 健康状態、身だしなみ・準備物品確認 G＆Meet

患者とのコミュニケーション体験 9:10 開講・本日の内容

カンファレンス 9:40 A病院紹介

10:40 シャドーイングと患者の入院生活の1日の振り返り

患者を巡る多職種連携の様子

11:10 B医療センター紹介

13:30 前半カンファレンス G＆Meet

14:40 最終カンファレンス準備

15:10 最終カンファレンス G＆Meet

16:15 実習終了病棟挨拶　本日の学びレポート作成 自己学修

最終レポート作成ガイダンス

5日目 実習のまとめ・発表・討議

スタッフ・教員への報告・連絡・

相談

開始時刻（予定）と学修内容

今回の実習Ⅰ
実習日

表 2. 通常の実習Ⅰと今回の実習Ⅰのスケジュール・学修内容の比較
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を配信した。その後通常の実習Ⅰと同様に、教員は毎
朝 GCR に提出されたチェック表を確認し、さらに健
康状態を Meet で確認した。

（5）病棟挨拶と衛生学的手洗い
　通常の実習Ⅰで行われる病棟スタッフへの挨拶を実
習開始時、昼食休憩前後、実習終了時の 1 日 4 回実施

２）実習 2 日目：患者の療養生活と看護師の役割
（1）患者の療養生活と看護師の役割
　通常の実習Ⅰでは、学生が看護師に付いて業務を見
学するシャドーイングが行われる。今回は模擬シャド
ーイングと題して、学内の実習室に 4 人部屋を設定し

（図 2）、心臓カテーテル実施直後のモデル人形患者（以
下、患者 A）、これから手術室に入室するモデル人形
患者（以下、患者 B）、左大腿骨転子部骨折の模擬患
者（以下、患者 C）、糖尿病の教育入院の模擬患者（以
下、患者 D）を設定した。撮影会場のレイアウトやい
ずれの患者設定も、教員全員が撮影会場に集まってか
ら話し合い、アイディアを出し合いながら設定した。
各教員の演技は、基本的に患者役のアドリブに看護師

することにした（図 1）。様々なシチュエーションの
動画を作成し、学生は挨拶するスタッフとセリフを
GCR に回答した。その回答終了後、学生は自宅等で
衛生学的手洗いを実施し、臨地実習の場にいることを
常に意識したり、既習技術を繰り返し実施したりでき
るようにした。

役が合わせて対応し、患者 A と B の場合は看護師役
がアドリブで看護する形で撮影が行われた。実習開始
の担当患者紹介から午後の検査とリハビリテーション
までの業務を行うひとりの看護師役をシャドーイング
の学生役がウェラブルカメラで撮影し、動画を視聴す
る学生の視線がそのまま撮影されるようにした（図3）。
　また、患者の清拭では看護師が学生に PPE の着脱
を指示する場面を撮影し、動画を一時停止したうえで
学生全員が自宅等で PPE の着脱をするまで待って動
画を再開した。学生は PPE 装着後そのままの状態で
動画を視聴し、臨地で清拭の場に立ち合った状態にな
るようにした。
 

図 1. 病棟スタッフへの挨拶場面

図 2. 学内実習室を多床室に設定 図 3. ウェラブルカメラによる撮影
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３）実習 3 日目：患者とのコミュニケーション／
看護スタッフや教員への報告・連絡・相談

（1）シャドーイング中の看護師不在時の出来事
　教員のこれまでの経験から、シャドーイング中の看
護師不在時に起こった２つの場面（学生が治療上ギャ
ッチアップできない患者に「食事をするのでベッドを
上げてほしい。」と頼まれた場面、学生が端座位の患
者に「理学療法士が迎えに来るので車椅子に乗せてほ
しい。」と頼まれた場面）を撮影した動画を配信し、
学生は各場面でとるであろう行動とその理由を考えて
GCR の質問に回答した。学生には実習要項 11）を熟読
するという事前課題があり、その「ヒヤリハット・イ
ンシデント・アクシデント」項目の内容も考慮しなが
ら、この 2 つの場面に関するインシデントの報告と対
応について GCR を用いて解説を加えた。

（2）患者との初めてのコミュニケーション場面
　教員のこれまでの経験から、学生が初めて患者とコ
ミュニケーションをとる２つの場面を設定した。まず
看護師役が患者役に了解を取る場面を撮影した動画で
学生に患者の状態の情報を提供した。その後看護師役
が学生を連れて紹介する動画を配信した。2 つの場面
は、白血病再発で化学療法を受けている患者が自分の
深刻な病状を思わず吐露する場面と学生が自己紹介後
沈黙となる場面とした。前者は、この動画の学生であ
ったら、この場面でとる行動と理由を GCR の質問に
回答し、後者はセリフや動きを創作するシナリオを作
成し、この場面のその後を明らかにする課題とした。

４）実習 4 日目：病院内・多職種連携
（1）病棟内での多職種連携の様子
　まず、通常の実習Ⅰの 2 か所の実習施設が撮影した
院内の各部署、病棟の紹介動画を配信した。この時に
患者の療養生活と看護師の役割で使用した患者の入院
生活の 1 日および模擬シャドーイングの視聴時間を短
縮した動画をダイジェスト版（以下、ダイジェスト版）
として配信した。また、模擬シャドーイングで登場し
た患者 D の食事に関する問題を、主治医、病棟担当
薬剤師、患者担当看護師、栄養士がスタッフステーシ
ョンでミニカンファレンス（以下、MCF）を実施し
ている動画も配信した。

Ⅶ．実施結果
　履修学生は COVID-19 の影響で、入学してから一

度も登校したことがなく、教員とも友人ともほぼ話し
たことはなく、一度も面識がない人もいるような状態
であった。その状況で初めての実習が遠隔になった点
を考慮し、実習前後に自由記載のアンケートを実施し
た。また、日々の学びのレポート、実習終了時レポー
ト、実習グループカンファレンスの内容についての記
述や発言内容について示す。

1. 実習前後のアンケート結果
　履修学生は 44 名、対象とした自由記載の回答率は
実習前が 93％（任意ではあったが課題の位置づけで
もあったため）、実習後が 68％であった。自由記載の
分析方法は、筆頭著者が各文章を読み頻繁に出てくる
キーワードを中心に分類した表を作成し、自由記載の
内容とその分類を他の担当教員が確認する方法で妥当
性を確保した。
　実習前にはこの実習への期待や疑問を質問した。な
お、以下に示す結果の二重鍵括弧はキーワード、鍵括
弧はキーワードともに記載されていたアンケート内容
である。もっとも多かった回答は『不安』であり 12
人であった。たとえば、「初めての実習が遠隔で不安
です。」「遠隔実習とはどのように実施するのか想像が
つきません。」であった。その反面『楽しみ』という
回答もあった。たとえば、「座学ではできない身体に
感じる実習」「看護に関心がある自分としては看護技
術ができることを楽しみにしている。」であった。
　実習終了後、実習でもっとも印象に残ったことにつ
いて尋ねると、「シャドーイング / 教員の演技」が回
答者の 40％、「患者とのコミュニケーション」20％、「自
宅等で技術を実践したこと」17％、「病院・病棟案内」
14％であった。実習の感想では、回答者全体の 53％
の学生が「遠隔でもしっかり学ぶことができた。」と
回答していた。その理由は「本来の実習と同様の方法
だった。」「学生目線での動画だった。」「教員の演技に
よる再現」「実際に病院に行っているような感覚」「オ
ンラインでも実際に（病棟スタッフへの）挨拶や技術
が体験できたこと」「じっくり考える時間があったし、
他の学年の生徒よりイメージし予測することが多かっ
たので、実際に臨床現場に立った時に落ち着いて実習
できると思う。」であった。

2. 日々の学びのレポート
　このレポートでは、その日の学びからひとつを選ん
で具体的に記述・考察し、結論を導くことを課題とし
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た。4 日間の各実習日において、動画の内容が書かれ
ている文章を抜粋し、そのキーワードの使用数と内容
を検討した。
　実習初日は主に身だしなみ、スタンダードプリコー
ション、健康管理を取り上げた。上述のように、具体
的に各方法を紹介し、学生には自宅等で実際に実施す
るようにしたが、動画の内容を記述していた学生は 3
人であり、衛生学的手洗いと PPE が 1 人、身だしな
みが 2 人であった。前者は「身につきやすく正しい方
法を身につけることができた。」であり、後者は不適
切な身だしなみの学生を見て、「患者の立場に立つと、
安心感や信頼という感情をもつことができなかった。」

「全体的にだらしなく、不清潔であると感じた。」とあ
った。
　実習 2 日目は患者の療養生活と看護師の役割を取り
上げた。動画は模擬シャドーイングと患者の入院生活
の 1 日であった。動画の内容を記述していた学生は
24 人であり、多かったキーワードは『気遣い』『臨機
応変』『観察力』『判断力』『患者の全体を見る力』『コ
ミュニケーション能力』『架け橋』であった。数とし
ては少なかったが、興味深いキーワードに『看護師の
存在意義』があった。
　実習 3 日目は患者とのコミュニケーションと看護ス
タッフや教員への報告・連絡・相談を取り上げた。動
画の内容を記述していた学生は 18 人であり、前者の
記述は 5 人、後者の記述は 12 人、その他が 1 人であ
った。後者の記述はインシデントを兼ねており、その
動画を視聴してこの場面でどうするかと問われた時、

「報告までは思いつかなかった。」「自分がその場にい
たら、患者の意思を尊重して動画の学生のようにやっ
てしまうかもしれない。」と記述していた。
　実習最終日は病院内・多職種連携を取り上げた。動
画の内容を記述していた学生は 24 人であり、患者 D
について 15 人、実習施設撮影動画は 4 人、ダイジェ
スト版については 1 人であった。患者 D については、
MCF に関連して想起していた学生が多く、「多職種
連携の様子がよく分かった。」という記述が多かった。

3. 実習終了時レポート
　このレポートでは、一連の実習での学びからひとつ
を選んで具体的に記述・考察し、結論を導くことを課
題とした。
　「遠隔実習にはなったが、臨地実習では難しい、時
間をかけて考察するという行為が可能になった。」と

いうメリットについて書いている学生がおり、その言
葉に象徴されるように、日々の学びを改めて考えた中
で印象に残ったことを自分の言葉で表現している学生
が多かった。例えば、「衛生学的手洗いや PPE の着脱、
身だしなみは、看護師であれば当たり前に実施するこ
とではあるが、その当たり前を当たり前に実施するこ
とが必要である。」「相手（患者）のわずかな違いを見
抜くためには、日頃の相手の状態や性格などを知って
いなければそのしぐさや行動が何かの兆候なのか、普
段からの振る舞いなのか、判別できないといけない。」

「小さな違和感からケアの改善につながっていく。」「た
だ報連相（報告・連絡・相談）をするのではなく、報
連相をする人の思いやりの心がより良い人間性に導い
てくれるのである。」「看護師のやるべきことをただ成
し遂げるのではなく、自ら患者のことを知り、常に観
察することではないかと考える。」等であった。この
ような記述から、学生は動画における看護師と患者の
かかわりから看護師の行為の意味を考え、看護師の役
割や必要なことを記述していた。
　また、動画における看護師と患者のやりとりから、
動画のような患者に対する対応の方法を学んだという
学生も多かった。例えば、「『脚を（ベッドから仰臥位
のまま）下ろしていた体勢の方が楽だ。』という患者
に対して、危ないからとその体勢を無理にやめさせる
のではない。危ないけれど楽ならばとそのままの体勢
にして、落ちないように注意喚起することはその患者
に合わせた看護と言えるだろう。」「今回の実習では血
糖値が高い患者がこっそりチョコレートを食べてい
て、それを看護師が発見するという場面があり、（略）
看護師はきつい言い方はしないでやさしく注意をし多
職種に報告をしていた。」等であった。

4. 実習グループ学生カンファレンス
　このカンファレンスでは、グループの学生にカンフ
ァレンス中の通信障害が予測されたため、その学生が
再視聴できるように、学生には事前に Meet を録画す
る承諾を得て録画した。しかし、録画の失念があった
ため、分析の一部には担当教員のカンファレンスメモ
を活用した。各担当教員には担当学生グループのカン
ファレンス内容について、配信した動画に関する発言
を中心に文字化して表にまとめてもらい、筆頭著者が
それらの結果の関連を分析し、その結果を各担当教員
に説明し同意を得る形で妥当性を確保した。
　このカンファレンスでは、「他の学生の意見や考え
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を聴ける場であり、1 人で学ぶ遠隔実習にあって、唯
一同じ立場の学生と話ができて安心できる場である。」
と発言したり、レポートに記述したりしている学生が
多かった。実習当初はその日の実習テーマに沿って進
めることが多かったが、徐々に関心のあることを質問
したり、自分が疑問に思っていることを他の学生に訊
いてみたりするような自発的な展開になった。
　それらの発言で多かったのは、動画の登場人物（特
に看護師や学生）を自分に置き換えたり、自分の経験
を関連させて考えたり、自分が理想とする、あるい
は目標とする看護師像に関することやそれを目指す
ための方法についてだった。例えば、「身だしなみや
衛生面を当たり前にきちんとすることが大事。動画で
もあったように、看護師は命を扱う仕事だから、決め
られたことを自分がしっかりできていないと、患者さ
んに責任が取れないと思った。」「報告・連絡・相談の
ことが印象に残っていて、伝え方について日々の生活
から考えていきたいと思った。」「小さい時に入院した
が、不安だった時に看護師がずっと手を握ってくれて
いたことが印象的で、安心したことがあった。私もそ
うできるような看護師になりたい。」「きちんと看護師
とコミュニケーションできなければ患者の安全は守れ
ない。これから実習に行くときにはしっかりそれを頭
に入れて、何かあった時にはできるようにしていきた
い。」「実習生にこの人はこういう症状があって、この
人は９時から手術があるんだよとか、この人は今ちょ
っと弱ってて、元気がないんだよとか表情だけではな
く、体調とかも知っていて、具体的なことを前もって
知っておくことが大事だと思った。」等であった。

Ⅷ．考察
　今回の実習での学生の学びは多岐にわたっている
が、考察では 2 つの点を取りあげ、今後の実習への示
唆を得たいと考えている。1 点目は、通常の実習Ⅰと
は異なる立ち位置での学び、2 点目は動画にリアリテ
ィを感じたと考えられる要因である。

1. 通常の実習Ⅰとは異なる立ち位置での学び　
　今回の実習では多くの学生が動画の看護師の行為に
対し「気遣い」という言葉を用いていた。「気遣い」
はケアリングの訳語であり 13）、ケアリングの倫理は
人間関係と責任に着目したもの 14）である。模擬シャ
ドーイング動画では通常の実習Ⅰのように、看護師に
付いて見学する学生の目線で撮影したが、動画を視聴

した学生は、看護師と患者の間を立ち位置として視聴
していたことが推察された。そうでなければ、人間関
係のネットワークの中のかけがいのない一人の人間 14）

としてのかかわり、すなわち「気遣い」を見出すこと
はできない。学生がそのような立ち位置で動画を視聴
した理由として以下のことが考えられる。
　まず、通常の実習Ⅰでは 3 日間看護師に付いてシャ
ドーイングを実施するため、学生は多くの時間を看護
師の立ち位置で見学し、看護師の解説を聴くことにな
る。そのため、患者の視点で見学することは、たとえ
教員が助言したとしても、現実には看護師と行動を共
にしているので、学生がかなり意識していないと難し
いことが推察される。これは、通常の実習Ⅰでは見学
することが難しい患者の立ち位置で撮影された動画を
模擬シャドーイング動画と同じ日に視聴したことによ
り、患者の立ち位置も考慮し、看護師と患者の双方の
立ち位置を自由に行き来することになったと考えられ
る。
　次に、通常の実習Ⅰではシャドーイング担当看護師
からの情報以外にも様々な情報が学生に与えられ、学
生にとっては初めての実習Ⅰの緊張感の中でそれらの
情報を熟考する余裕がもてないことが考えられる。加
えて、緒言で述べたように、多くの先行報告では、遠
隔授業のシステム開発や運用の円滑さ、画像等の使い
方に伴う授業内容の理解度、履修満足度が中心となっ
ていたが、今回の実習Ⅰでは、すでに前期授業におい
て同様のシステムを用いていることもあり、学生はシ
ステムの活用に関する通信障害、遠隔授業に伴う身体
等への影響が容易に予測できる状況にあったことが、
実習前アンケート結果からも明らかになっている。そ
れが自宅等にいながら提供された情報を落ち着いて熟
考できたことにつながっていると考えられる。
　以上のことがベースとなり、学生がウェラブルカメ
ラで撮影した映像等の善し悪しにとらわれることなく
実習に集中でき、映像の看護師の行為の意味、その行
為の患者にとっての意味も併せて熟考するに至ったと
考えられる。

2. 動画にリアリティを感じたと考えられる要因
　リアリティは本論の重要なテーマである。今回教員
自ら俳優となって動画を作成しようと考えた理由のひ
とつは、遠隔であっても学生にリアリティのある実習
内容を提供にしたいと考えたことからだった。これは
多くの先行研究や報告に動画が用いられていることか
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らもわかるように、現実を映した動画はリアリティが
あるという前提があるからである。つまり、作成者側
も視聴者側も現実という共通理解があるからこそリア
リティの共有が可能なのである。しかし、今回の実習
で使用した動画は臨地経験がある教員の経験を土台と
して作成されたとしても、リアリティを感じているの
は作成した教員側だけで、学生にとっては虚構なので
ある。
　おそらく教員がリアリティを感じた動画を配信した
だけでは今回の結果のようにはならなかったであろ
う。上述の学びの経過を辿ると、実習当初は身だしな
みが整っていない学生役を「だらしがない。」という
ように、動画の登場人物を客観的に批判したり、模擬
シャドーイングの看護師の行為を「気遣い」というよ
うに、褒めるような評価的な印象のある言葉を用いた
りしていた。その後徐々に動画の登場人物の立場に自
分を置き換えて考えるようになった。特に患者とのコ
ミュニケーション、看護スタッフや教員への報告・連
絡・相談の動画がそのきっかけになったと思われる。
そしてカンファレンスでは、動画をきっかけに個人的
な経験を発言し合ったり、自分が理想や目標とする看
護師像を語り合ったりしている学生が見られるように
なった。
　このような経過を経て、学生にとって虚構だった動
画がリアリティへと変化していったと考える。虚構と
リアルとの関係やなぜ「虚構」を「リアル」と感じる
のか、そもそも「リアル」とは何かという問題がある
が、それを哲学の問題としつつも現代に即した端的で
示唆的な東 15）16）の「想像力の環境」という考察がある。
その環境にあっては社会の構成員がひとつの「現実」
を想像的に共有するように調整される。それは「虚構」
であってもその世界の構成員がその「虚構」を想像的
に共有すればひとつの「現実」になるとも言えるので
ある。
　東はその共有の条件にコミュニケーションがあると
述べている。当初、動画の現実を想像的に共有してい
たのは教員だけであったが、学生が想像できるような
発問を提供し、カンファレンスという学生同士がコミ
ュニケーションをとる機会を設けた結果、動画という

「虚構」を想像的に共有し、動画は学生にとってリア
ルになったと考えられる。

Ⅸ．おわりに
　今回の実習では、学生は通常の実習Ⅰとは異なる立

ち位置に立ったり、学生同士が想像力を共有したりす
ることで、通常の実習Ⅰと同等の学びが可能になった
と考えている。実習Ⅰを遠隔で実施することになった
時、多くの教員は臨地で実施できないことに不十分さ
を感じていたに違いない。今回の結果は遠隔実習の可
能性や一概に臨地で学ぶことだけが、学生にとって最
善の学びの環境とは限らないことを示唆している。今
後も実習Ⅰが通常にも遠隔にもどちらにもなる可能性
がある。どちらかの方法という考え方ではなく、学生
にとって最善の学びになるようにあらゆる方法を検討
したり組み合わせたりすることが重要である。
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